
東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
九
回

天地人入
選

選
外
作
品
五
十
句（
照
井　

翠
選
）

や
ど
か
り
や
瓦
礫
ゆ
ら
め
く
潮
だ
ま
り　

 

岩
井 

辛
夷
（
岩
手
県
一
関
市
）

　

上
五「
や
ど
か
り
や
」の
詠
嘆
は
、
小
さ
な
生
き
物
だ
け
で
な
く
、
柔
ら
か
な
春
光
、
春
の
潮
の
匂
い
ま
で
も
想
像
さ
せ
ま
す
。や
ど
か

り
が
い
た
の
は
潮
だ
ま
り
。覗
き
込
め
ば
、
さ
さ
や
か
な
水
面
に
瓦
礫
の
影
が
ゆ
ら
め
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
の
災
害
を
想
起
さ
せ
る「
瓦

礫
」の
一
語
。再
び
お
と
ず
れ
る
春
を
、や
ど
か
り
は
希
望
の
象
徴
の
よ
う
に
健
気
な
命
を
繋
い
で
い
る
の
で
す
。

堤
防
は
長
城
春
の
海
隔
て 

上
田　

望
（
大
分
県
由
布
市
）

　

前
半
の
表
現
は
、震
災
を
乗
り
越
え
、復
興
の
象
徴
の
よ
う
に
高
々
と
建
設
さ
れ
た
堤
防
を
、中
国
の
万
里
の
長
城
に
な
ぞ
ら
え
た
の

で
し
ょ
う
か
。あ
る
い
は
、「
万
里
の
長
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
田
老
の
防
潮
提
を
思
っ
て
の
措
辞
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。後
半
に
出
現
す
る

の
は
、長
閑
な
春
の
海
。「
〜
隔
て
」と
続
く
の
び
や
か
な
調
べ
に
は
、万
感
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

福
島
へ
帰
ら
う
桃
の
甘
き
地
へ 

越
智 

空
子
（
愛
媛
県
東
温
市
）

　

福
島
か
ら
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
で
し
ょ
う
か
。あ
る
い
は
、
福
島
の
復
興
を
心
か
ら
願
い
、
第
二
の
故
郷
と
し
て

心
を
寄
せ
て
い
る
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。桃
の
季
節
に
な
る
と
、福
島
へ
の
思
い
は
ま
す
ま
す
深
く
な
り
ま
す
。「
福
島
へ
帰
ら
う
」と
い
う

呟
き
、「
桃
の
甘
き
地
へ
」と
い
う
賛
歌
が
、読
者
の
心
に
、福
島
の
人
た
ち
へ
、は
ろ
ば
ろ
と
響
く
応
援
歌
で
す
。

帰
還
断
念
十
五
年
目
の
小
鳥
来
る 

佐
藤 

節
美
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

　
「
断
念
」し
た
の
は
、
今
な
お
避
難
指
示
が
継
続
さ
れ
て
い
る
帰
宅
困
難
区
域
へ
の
帰
還
な
の
で
し
ょ
う
。と
は
い
え
、「
十
五
年
目
の
小

鳥
来
る
」に
は
、
十
五
年
と
い
う
月
日
の
経
過
と
、
復
興
の
難
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
希
望
も
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。毎
年
日
本
に

渡
っ
て
来
る
鳥
の
姿
に
は
、将
来
必
ず
我
が
家
へ
帰
還
す
る
人
た
ち
の
姿
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

被
災
地
の
た
そ
が
れ
長
し
月
見
草 
野
崎 

眞
奈
美
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

十
九
夜
さ
ま
に
詣
で
ま
せ
う
月
上
る 

半
田 

真
理
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

瓦
礫
か
ら
南
瓜
の
蔓
は
青
々
と 

田
中 

恭
秀
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）　

瑞
巌
寺
ぽ
ん
と
大
き
な
甲
虫 

巧　

大
知
（
大
阪
府
大
阪
市
）

菜
の
花
や
ひ
ん
が
し
未
だ
燃
え
て
ゐ
る 

石
村 

ま
い
（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

春
月
や
仮
設
住
宅
団
地
の
湯 

山
城 

道
霞
（
兵
庫
県
三
田
市
）

虎
舞
ひ
の
裾
は
地
を
這
ふ
鰯
雲 

高
橋 

也
有
子
（
福
島
県
伊
達
郡
）　

黙
祷
の
目
蓋
に
揺
れ
る
冬
の
海 

岩
中 

幹
夫
（
岡
山
県
玉
野
市
）

は
ま
ぎ
く
や
齢
十
五
の
墓
の
石 

岩
橋 

宣
輔
（
岡
山
県
岡
山
市
）

庁
舎
か
ら
鉄
骨
の
声
永
久
の
春 

有
吉 

一
行
（
岡
山
県
赤
磐
市
）

野
馬
祭
終
え
て
甘
え
る
馬
と
な
り 

横
山 

光
幸
（
福
島
県
郡
山
市
）

　

月
見
草
が
咲
く
頃
に
は
、
被
災
地
の
夕
暮
れ
も
長
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
素
朴
な
感
慨
で
し
ょ
う
か
。「
た
そ
が
れ
」の
一
語
を「
盛
り

を
過
ぎ
て
終
わ
り
に
近
づ
こ
う
と
す
る
頃
」と
捉
え
る
な
ら
、
終
わ
る
よ
う
で
終
わ
ら
な
い
復
興
へ
の
道
を「
長
し
」と
詠
嘆
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。眼
前
の
月
見
草
は
、慰
め
る
よ
う
に
励
ま
す
よ
う
、灯
の
よ
う
な
花
を
咲
か
せ
始
め
る
の
で
す
。

照
井  

翠 

氏  

選
評

夏
井 

い
つ
き 

氏  

選
評

天地人入
選

語
り
部
は
未
来
も
語
り
春
の
雲 

工
藤 

富
江
（
福
島
県
郡
山
市
）

　

震
災
当
時
の
こ
と
を
、
相
当
の
覚
悟
を
も
っ
て「
語
る
」こ
と
を
決
意
し
た
語
り
部
。時
が
経
ち
、
次
第
に
世
の
関
心
も
薄
れ
て
い
く
な

か
、
語
り
部
の
役
割
も
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
活
動
は
ま
す
ま
す
貴
重
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
句
、「
未
来
も
語
り
」が
胸

に
響
い
た
。被
災
地
の
未
来
を
見
据
え
、前
を
向
く
語
り
部
の
姿
を
見
守
っ
て
い
る
春
の
雲
の
優
し
さ
も
良
い
。

一
本
の
杖
の
み
し
ゃ
べ
る
冬
遍
路 

遠
藤 

幸
子
（
群
馬
県
高
崎
市
）

　

寒
さ
の
厳
し
い
冬
の
お
遍
路
の
一
場
面
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。寒
さ
や
心
細
さ
、
寂
し
さ
を
紛
ら
せ
よ
う
と
い
う
の
か
、
偶
然

出
会
っ
た
お
遍
路
同
志
が
楽
し
げ
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。自
ら
の
体
験
や
遍
路
宿
の
情
報
な
ど
話
題
に
は
事
欠
か
な
い
。

「
一
本
の
杖
の
み
し
ゃ
べ
る
」と
い
う
究
極
の
省
略
が
実
に
見
事
。本
当
に
杖
が
し
ゃ
べ
り
出
し
そ
う
だ
。

春
濤
の
美
し
や
胎
内
仏
を
秘
め 

片
山 

千
恵
子
（
岩
手
県
矢
巾
町
）

　

た
ぶ
ん
作
者
は
被
災
地
の
春
の
海
に
来
て
い
る
。震
災
時
は
荒
れ
狂
っ
た
海
も
、
普
段
は
い
た
っ
て
穏
や
か
で
、
浜
に
打
ち
寄
せ
る
波

も
岩
に
砕
け
る
波
も
本
当
に
美
し
い
。浜
辺
に
た
た
ず
む
作
者
は
、
あ
の
日
津
波
に
吞
ま
れ
沖
へ
と
流
さ
れ
た
多
く
の
方
々
の
恐
怖
や
無

念
に
思
い
を
馳
せ
る
。亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
大
海
原
の「
胎
内
仏
」と
捉
え
得
た
作
者
の
鎮
魂
の
思
い
の
深
さ
。

三
一
一
記
憶
の
毛
糸
編
み
直
す 

千
田 

康
司
（
宮
城
県
石
巻
市
）

　

私
自
身
、
釜
石
市
内
の
勤
務
先
で
震
災
に
遭
遇
し
、
そ
の
ま
ま
避
難
所
生
活
に
入
っ
た
。食
べ
る
も
の
も
無
く
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で

寒
さ
に
震
え
て
い
た
。水
分
は
い
ざ
と
な
れ
ば
雪
を
口
に
含
め
ば
よ
か
っ
た
。あ
の
震
災
は
終
わ
ら
な
い
。誰
も
が
各
々
の
「
記
憶
の
毛
糸

」を
何
度
も
何
度
も「
編
み
直
す
」こ
と
に
な
る
。「
あ
れ
は
こ
う
だ
っ
た
ろ
う
か
」「
い
や
違
う
」と
糸
を
ほ
ど
く
。

啓
蟄
の
穴
み
な
息
を
し
て
ゐ
た
る 

曽
根 

新
五
郎
（
東
京
都
練
馬
区
）

　

厳
し
か
っ
た
冬
の
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
日
一
日
と
暖
か
さ
を
感
じ
る
時
期
、
冬
ご
も
り
し
て
い
た
虫
た
ち
が
土
の
中
か
ら
地
上
に
這
い
出

て
く
る
の
が「
啓
蟄
」。そ
の
穴
が
皆「
息
を
し
て
」い
る
と
感
じ
取
っ
た
作
者
の
念
頭
に
は
、「
息
を
し
て
い
な
い
」（
死
ん
で
い
る
）存
在
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
。生
命
力
溢
れ
る
啓
蟄
の
穴
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、死
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

当
コ
ン
テ
ス
ト
の
選
者
は
、
夏
井
い
つ
き
先
生
と
、
も
う
お
一
方
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
3
県

の
俳
人
の
先
生
方
が
持
ち
回
り
で
お
引
受
け
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
岩
手
の
照
井
翠
先
生
で

す
。先
生
は
岩
手
県
花
巻
市
生
ま
れ
。 

高
校
で
国
語
科
教
師
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
加
藤
楸
邨
氏

に
師
事
。 

震
災
の
際
は
釜
石
市
で
避
難
所
生
活
を
送
り
、
句
集
『
龍
宮
』・
エ
ッ
セ
イ
集
『
釜
石
の

風
』・
句
集『
泥
天
使
』の「
震
災
3
部
作
」を
上
梓
。石
碑
な
ら
ぬ「
紙
碑
」と
ご
本
人
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
震
災
の
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

実
は
今
回
は
4
5
4
名
、
2
1
1
8
句
（
普
段
の
1
・
5
〜
2
倍
！
）の
ご
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。

先
生
方
の
選
句
作
業
も
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

そ
ん
な
中
、
松
山
市
の
久
保
哲
也
さ
ん
か
ら
、
ね
ぎ
ら
い
の
1
句
が
届
き
ま
し
た
。「
菜
種
蒔
く

里
山
閑
か
熊
寝
た
な
」。 

こ
ち
ら
は
珍
し
い
回
文
の
俳
句
で
、「
里
山
閑
か
」を
は
さ
み
、
上
か
ら
読

ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
に
な
る
の
で
す
（
お
見
事
！
）。東
北
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
本

当
に
熊
に
翻
弄
さ
れ
た
1
年
で
し
た
。 

皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！ 

そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

 

（
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
新
妻
香
織
）

荒
浜
や
校
舎
を
つ
つ
む
盆
の
月 

細
井　

昴
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

勿
忘
草
記
憶
の
更
地
埋
め
つ
く
せ 

村
井 

康
典
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

放
水
の
続
く
原
発
春
霞 

島　

文
庫
（
宮
城
県
仙
台
市
）

亡
き
人
を
背
負
い
て
巡
礼
七
十
路
旅 

阿
部 

澄
江
（
宮
城
県
大
崎
市
）

津
波
石 

苔
む
す
今
も 

語
り
部
に 

新
井 

結
喜
（
宮
城
県
仙
台
市
）

波
音
は
春
の
銀
河
を
渡
る
母 

石
の
森 

市
朗
（
宮
城
県
石
巻
市
）

合
掌
の
孤
影
あ
り
け
り
春
怒
涛 

草
野 

光
夫
（
宮
城
県
仙
台
市
）

我
ひ
と
り
復
興
住
宅
除
夜
の
鐘 

南
部　

努
（
宮
城
県
仙
台
市
）

炊
き
だ
し
の
む
す
び
頬
張
る
目
に
は
雪 

針
生 

き
よ
み
（
宮
城
県
仙
台
市
）

灯
の
消
え
し
灯
台
月
の
岬
な
り 

川
名 

ま
こ
と
（
宮
城
県
仙
台
市
）

秋
遍
路
も
う
帰
れ
な
い
故
郷
よ 
前
田 

悦
郎
（
宮
城
県
仙
台
市
）

祈
る
海
あ
の
日
み
た
い
な
雪
が
舞
う 
浅
野 
理
恵
（
福
島
県
郡
山
市
）

我
も
ま
た
や
が
て
消
え
ゆ
く
は
だ
れ
雪 

桑
原 
秀
美
（
福
島
県
郡
山
市
）

汚
染
土
を
吸
う
コ
シ
ア
ブ
ラ
樹
と
な
り
ぬ 

齋
藤 

正
道
（
福
島
県
伊
達
市
）

彷
徨
い
て
思
い
出
捜
す
春
の
海 

荒　

拓
見
（
福
島
県
新
地
町
）

万
緑
や
朽
ち
て
手
付
か
ず
十
四
年 

渡
部 

裕
子
（
福
島
県
新
地
町
）

風
死
す
や
除
染
土
の
な
ほ
堆
し 

村
越 

知
枝
（
福
島
県
郡
山
市
）

野
馬
追
や
家
路
の
騎
馬
に
手
を
合
わ
す 

横
山 

光
幸
（
福
島
県
郡
山
市
）

赤
蜻
蛉
津
波
の
高
さ
示
す
杭 

竹
渕 

昭
彦
（
群
馬
県
前
橋
市
）

盆
踊
り
影
を
探
し
て
踊
り
け
り 

青
山 

将
司
（
東
京
都
杉
並
区
）

海
鳴
り
は
亡
き
人
の
声
里
神
楽 

小
林 

和
子
（
東
京
都
練
馬
区
）

三
月
の
小
さ
き
地
蔵
へ
小
さ
き
石 

松
尾 

恵
利
花
（
千
葉
県
千
葉
市
）

鈴
が
鈴
追
ひ
越
し
て
ゆ
く
遍
路
か
な 

木
村 

隆
夫
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

松
島
の
欠
け
た
る
海
に
月
の
道 

森
屋 

多
美
子
（
埼
玉
県
東
松
山
市
）

春
灯
や
地
図
に
な
い
町
た
ず
ね
ゆ
く 

新
川 

は
る
か
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

も
て
な
し
は
庭
の
生
り
物
秋
遍
路 

吉
沢 

道
夫
（
長
野
県
長
野
市
）

こ
こ
に
居
る
ま
だ
こ
こ
に
居
る
星
月
夜 

河
原 

仁
志
（
富
山
県
射
水
市
）

三
陸
の
海
に
祈
り
て
春
の
月 

礒
元 

美
宇
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

あ
の
津
波
夢
と
希
望
は
残
し
て
た 

岩
崎 

脩
平
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

春
風
に
祈
り
を
込
め
て
未
来
描
く 

大
橋 

果
穏
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

復
興
へ
汗
と
涙
と
せ
み
の
声 

齋
藤 

悠
乃
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

黙
祷
の
目
蓋
に
揺
れ
る
冬
の
海 

岩
中 

幹
夫
（
岡
山
県
玉
野
市
）

み
ち
の
く
の
お
遍
路
の
道
花
の
う
み 

高
原 

伸
安
（
岡
山
県
和
気
町
）

海
鳴
り
を
鎮
め
し
松
を
秋
遍
路 

古
山 

礼
子
（
広
島
県
東
広
島
市
）

〈 第10回東北お遍路俳句コンテスト作品募集！ 〉 ■ 題：自由題、ただし東日本大震災の被災地を思う俳句　■ 応募期間：2026年9月30日（消印有効）  ▶作品の送り先：〒976-0022 福島県相馬市尾浜字南ノ入241-3　東北お遍路コンテスト係

俳句は東北お遍路プロジェクトHPからもご応募可能です。

漆
黒
の
被
曝
の
牛
や
月
朧 

藤
林 

正
則
（
北
海
道
札
幌
市
）

揺
れ
や
ま
ぬ
リ
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ス
の
駅
の
貝
風
鈴 

沖
田 

誠
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（
岩
手
県
一
関
市
）

残
り
世
は
祈
る
こ
と
の
み
三
月
来 

片
平 

奈
美
（
宮
城
県
仙
台
市
）

花
び
ら
の
濡
れ
て
貼
り
つ
く
一
本
松 

齋
藤 

伸
光
（
宮
城
県
仙
台
市
）

稔
り
田
に
除
染
土
積
ま
れ
14
年 

矢
部 

伸
子
（
福
島
県
須
賀
川
市
）

狐
火
は
原
子
力
で
は
灯
せ
ま
い 

犬
淵　

貉
（
新
潟
県
小
千
谷
市
）

祈
り
の
手
泥
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り
春
を
引
き
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き
ぬ 

三
枝 

侑
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

春
の
雪
忘
却
と
い
う
白
き
嘘 

栗
田 

侑
希
哉
（
静
岡
県
掛
川
市
）

ま
く
な
ぎ
を
払
え
ば
セ
メ
ン
ト
色
の
故
郷 

久
保 

哲
也
（
愛
媛
県
松
山
市
）

木
枯
ら
し
か
帰
ら
ぬ
人
を
呼
ぶ
声
か 

上
田　

望
（
大
分
県
由
布
市
）

【 東北お遍路俳句・写真コンテスト賞品当選者 】 ● 被災地うまいもの1万円分（2名） 俳句の部：岩井辛夷様／写真の部：高橋達也様　● 被災地うまいもの5千円分（4名） 俳句の部：工藤富江様、遠藤幸子様／写真の部：柏舘健様、
市川清一様　● 被災地うまいもの千円分（20名） 俳句の部：上田望様、越智空子様、佐藤節子様、野崎眞奈美様、片山千恵子様、千田康司様、曽根新五郎様、藤林正則様、田中恭秀様、石村まい様／写真の部：西山栄様、丹治郁夫様、
門林泰志郎様、佐々木均様、柏舘光子様、岸浩子様、藤島純七様、南澄惠様、門林美津江様、小曾根蒼様
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災
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東
北
の
遍
路
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哀
し
滲
む
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北
美 

三
風
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北
海
道
北
見
市
） 

「
忘
れ
な
い
」刻
む
石
碑
や
鳥
渡
る 

西
尾　

譲
（
北
海
道
小
樽
市
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背
中
お
す
春
風
や
さ
し
遍
路
旅 

山
口 

京
子
（
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道
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の
星
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災
遺
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縫
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市
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興
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シ
ン
ボ
ル
春
を
ひ
た
走
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天
沼 

雅
子
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

や
ど
か
り
や
瓦
礫
ゆ
ら
め
く
潮
だ
ま
り 

岩
井 

辛
夷
（
岩
手
県
一
関
市
）

無
声
映
画
の
如
き
海
な
り
二
月
尽 

及
川 

智
子
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

そ
さ
す
は
れ
ね
ま
つ
て
け
ろ
じ
ゃ
と
秋
の
浜 

小
原　

幸
（
岩
手
県
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町
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天
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流
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き
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に
浮
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岩
手
県
北
上
市
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ジ
オ
ラ
マ
に
平
和
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暮
し
夏
う
ぐ
ひ
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大
信
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子
（
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市
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遺
さ
れ
し
手
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癖
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つ
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（
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手
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盛
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う
づ
た
か



天地人入
選

選
外
作
品
五
十
句（
照
井　

翠
選
）

や
ど
か
り
や
瓦
礫
ゆ
ら
め
く
潮
だ
ま
り　

 

岩
井 

辛
夷
（
岩
手
県
一
関
市
）

　

上
五「
や
ど
か
り
や
」の
詠
嘆
は
、
小
さ
な
生
き
物
だ
け
で
な
く
、
柔
ら
か
な
春
光
、
春
の
潮
の
匂
い
ま
で
も
想
像
さ
せ
ま
す
。や
ど
か

り
が
い
た
の
は
潮
だ
ま
り
。覗
き
込
め
ば
、
さ
さ
や
か
な
水
面
に
瓦
礫
の
影
が
ゆ
ら
め
い
て
い
ま
す
。か
つ
て
の
災
害
を
想
起
さ
せ
る「
瓦

礫
」の
一
語
。再
び
お
と
ず
れ
る
春
を
、や
ど
か
り
は
希
望
の
象
徴
の
よ
う
に
健
気
な
命
を
繋
い
で
い
る
の
で
す
。

堤
防
は
長
城
春
の
海
隔
て 

上
田　

望
（
大
分
県
由
布
市
）

　

前
半
の
表
現
は
、震
災
を
乗
り
越
え
、復
興
の
象
徴
の
よ
う
に
高
々
と
建
設
さ
れ
た
堤
防
を
、中
国
の
万
里
の
長
城
に
な
ぞ
ら
え
た
の

で
し
ょ
う
か
。あ
る
い
は
、「
万
里
の
長
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
田
老
の
防
潮
提
を
思
っ
て
の
措
辞
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。後
半
に
出
現
す
る

の
は
、長
閑
な
春
の
海
。「
〜
隔
て
」と
続
く
の
び
や
か
な
調
べ
に
は
、万
感
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

福
島
へ
帰
ら
う
桃
の
甘
き
地
へ 

越
智 

空
子
（
愛
媛
県
東
温
市
）

　

福
島
か
ら
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
で
し
ょ
う
か
。あ
る
い
は
、
福
島
の
復
興
を
心
か
ら
願
い
、
第
二
の
故
郷
と
し
て

心
を
寄
せ
て
い
る
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。桃
の
季
節
に
な
る
と
、福
島
へ
の
思
い
は
ま
す
ま
す
深
く
な
り
ま
す
。「
福
島
へ
帰
ら
う
」と
い
う

呟
き
、「
桃
の
甘
き
地
へ
」と
い
う
賛
歌
が
、読
者
の
心
に
、福
島
の
人
た
ち
へ
、は
ろ
ば
ろ
と
響
く
応
援
歌
で
す
。

帰
還
断
念
十
五
年
目
の
小
鳥
来
る 

佐
藤 

節
美
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

　
「
断
念
」し
た
の
は
、
今
な
お
避
難
指
示
が
継
続
さ
れ
て
い
る
帰
宅
困
難
区
域
へ
の
帰
還
な
の
で
し
ょ
う
。と
は
い
え
、「
十
五
年
目
の
小

鳥
来
る
」に
は
、
十
五
年
と
い
う
月
日
の
経
過
と
、
復
興
の
難
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
希
望
も
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。毎
年
日
本
に

渡
っ
て
来
る
鳥
の
姿
に
は
、将
来
必
ず
我
が
家
へ
帰
還
す
る
人
た
ち
の
姿
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

被
災
地
の
た
そ
が
れ
長
し
月
見
草 
野
崎 

眞
奈
美
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

十
九
夜
さ
ま
に
詣
で
ま
せ
う
月
上
る 

半
田 

真
理
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

瓦
礫
か
ら
南
瓜
の
蔓
は
青
々
と 

田
中 

恭
秀
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）　

瑞
巌
寺
ぽ
ん
と
大
き
な
甲
虫 

巧　

大
知
（
大
阪
府
大
阪
市
）

菜
の
花
や
ひ
ん
が
し
未
だ
燃
え
て
ゐ
る 

石
村 

ま
い
（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

春
月
や
仮
設
住
宅
団
地
の
湯 

山
城 

道
霞
（
兵
庫
県
三
田
市
）

虎
舞
ひ
の
裾
は
地
を
這
ふ
鰯
雲 

高
橋 

也
有
子
（
福
島
県
伊
達
郡
）　

黙
祷
の
目
蓋
に
揺
れ
る
冬
の
海 

岩
中 

幹
夫
（
岡
山
県
玉
野
市
）

は
ま
ぎ
く
や
齢
十
五
の
墓
の
石 

岩
橋 

宣
輔
（
岡
山
県
岡
山
市
）

庁
舎
か
ら
鉄
骨
の
声
永
久
の
春 

有
吉 

一
行
（
岡
山
県
赤
磐
市
）

野
馬
祭
終
え
て
甘
え
る
馬
と
な
り 

横
山 

光
幸
（
福
島
県
郡
山
市
）

　

月
見
草
が
咲
く
頃
に
は
、
被
災
地
の
夕
暮
れ
も
長
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
素
朴
な
感
慨
で
し
ょ
う
か
。「
た
そ
が
れ
」の
一
語
を「
盛
り

を
過
ぎ
て
終
わ
り
に
近
づ
こ
う
と
す
る
頃
」と
捉
え
る
な
ら
、
終
わ
る
よ
う
で
終
わ
ら
な
い
復
興
へ
の
道
を「
長
し
」と
詠
嘆
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。眼
前
の
月
見
草
は
、慰
め
る
よ
う
に
励
ま
す
よ
う
、灯
の
よ
う
な
花
を
咲
か
せ
始
め
る
の
で
す
。

夏
井 

い
つ
き 

氏  

選
評

　

当
コ
ン
テ
ス
ト
の
選
者
は
、
夏
井
い
つ
き
先
生
と
、
も
う
お
一
方
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
3
県

の
俳
人
の
先
生
方
が
持
ち
回
り
で
お
引
受
け
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
岩
手
の
照
井
翠
先
生
で

す
。先
生
は
岩
手
県
花
巻
市
生
ま
れ
。 

高
校
で
国
語
科
教
師
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
加
藤
楸
邨
氏

に
師
事
。 

震
災
の
際
は
釜
石
市
で
避
難
所
生
活
を
送
り
、
句
集
『
龍
宮
』・
エ
ッ
セ
イ
集
『
釜
石
の

風
』・
句
集『
泥
天
使
』の「
震
災
3
部
作
」を
上
梓
。石
碑
な
ら
ぬ「
紙
碑
」と
ご
本
人
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
震
災
の
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

実
は
今
回
は
4
5
4
名
、
2
1
1
8
句
（
普
段
の
1
・
5
〜
2
倍
！
）の
ご
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。

先
生
方
の
選
句
作
業
も
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

そ
ん
な
中
、
松
山
市
の
久
保
哲
也
さ
ん
か
ら
、
ね
ぎ
ら
い
の
1
句
が
届
き
ま
し
た
。「
菜
種
蒔
く

里
山
閑
か
熊
寝
た
な
」。 

こ
ち
ら
は
珍
し
い
回
文
の
俳
句
で
、「
里
山
閑
か
」を
は
さ
み
、
上
か
ら
読

ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
に
な
る
の
で
す
（
お
見
事
！
）。東
北
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
本

当
に
熊
に
翻
弄
さ
れ
た
1
年
で
し
た
。 

皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！ 

そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

 

（
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
新
妻
香
織
）
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